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(2) 仮に 1日の賃金が 1ドル50セントであれば，これは，年収 469.50 ド
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ceにおいてであり，次いてい1924年の全米外務員協会(NationalAssociation 
of Life Underwriters)の大会で，“TheHuman Value in Busine岱 Compar-
ed wi出 theProperty Value"と題して講演を行った。さらに1927年にはz
(J8) 
conomics 01 Life Insuraηceを発表し，詳細に生命価値を論じている。上述
のように，彼以前にも生命価値論が主張されていたが，それらを集大成し，
詳述し，そして普及させた功績は，彼のものである。その後の理論展開も，
彼の議論の大筋から外れるとは思えない。本稿では，The Economics 01 

















ヒューブナーの生命価値概念仏 (1) 現在の所得能力， (2) そのうち家族の
扶養に充当される部分，そして(3) 現行利子率といっ要素で構成される。こ
のうち「現在の所得能力」については，将未における変動が考えられ， した
(18) lbidリ pp.387 -388. 
(19) Huebner， 0ρ. cit.， p.5，邦訳， pp. 5-6. 
伽，) lbidリ p.3，邦訳， p.3 
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“That value may be defined as出e‘capitalizedmonetary wo吋1of the 
(31) Ibid.， p.6，邦訳.p.6 
(32) Ibid.， p.22，邦訳.p. 25 
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earning capacity resulting from the economic forces that are incorpo-
rated within our being: namely， our character and heath， our educa-
tion， traning， and experience， our personality and industry， our creat-
ive power (our judgement and power of initiative)， and our driving fo・
rce to realize the economic images of the mind (to put across in tan-






























































































者のための保険」と題する論説の中で，“Salariedmen， insure your lives 
(37) 
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ber 17， 1885， p.299，“Life Insurance as a Benefit to Men of Moderate Means"， 
































(38) Huebner， ot. cit.， p.55，邦訳， p. 62. 
(39) 石田重森「人保険の被保険利益に関する考察J i"現代保険学の諸問題.JJ (1978)， p.368. 

















































(41) Schultz， T. W.，“Investment in Human Capital'¥ The American Economic 
Review， Vol. 11， No. 1 (March 1961) P. 2 
(42) 例えば， ]ones-Lee， M. W.， The Value 01 Llfe， An Economic Analysis(1976). 
